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富 田 しげ ゆ き 2000年
5月 に
成立

く
、

旧
厚
生
省
の
抵
抗

▲▼
児
童
相
醸
セ
ン
タ
ー
視
索

▲▼
与
野
党
結
京
　
氏

近年、親による子どもの「せっかん死」など、児童虐待(ぎゃくたい)が急増し、社会問題化しています。
衆議院青少年問題特別委員会の富田しげゆき委員長(当時)が提案した、児童虐待の防止と早期発見
に行政が積極的に関与する事を盛り込んだ「児童虐待防止法」が、5月17日、全党一致で成立しました。

(4)
25000●

児童虐付に関する

_ 相 譲件数の推移

5月12日、衆議院本会議で提案理由の説明をする
富回しげゆき

的に児童相 談所の権眼 ・機能 を強化
した。児童相 談所の職員は膚待の恐
れ のあ る家庭 に立 ち入 り調査 で き
(9条 )、 立 ち入 り翻査な どの際に

警無富の援助を求める ことができる
(10条)こ とが明記された。

月重 虐待 の定義 も初 め て明 穫 化
〈2条 )し 、①身体に外傷が生 じた

り、生 じる恐れがある療行 〈身体的
虐待)②わいせつな行為 (性的虐待〉
③ さ身の正常な発達を妨げるよ うな
著 しい液食や長時間の放題な ど育児
の故薬 (ネグ レク ト)④ 菩 しい心理
的外傷を与える言動 く心理的虐待)
一― に 4類 型 している。
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似

◇

〓
〇
〇
〇
年
四
月
十
二
日
、

特

別
表
の
メ
ン
パ
ー
は
東
京
都
児
慧

ね
談
セ
ン
タ
ー
を
視
表
し
た
。

醸

鶴
は
巾
々
に
訴
え
た
。

「【
待
の
景
綾
書
ぞ
こ、
子
供

や
親
に
対
す
る
ケ
ア
を
向
時
に
で

ま亨
０
ン
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
』
離

芭
Ｌ
を
ｒ
蛤

願
い
し
ま
す

一

時
即
森
昼
長
た
っ
た
な
堕
墓
そ

会
縁

国

録

愚

ご
総

案
は
窟
範
告
た
。

全由
会
で

何
と
か
し
な
け
れ
は
、

と
い
う
宴

因
気
に
全
委
員
が
変
わ
っ
た
」
と

蕗
ギ
、

育

衆

霧

幣

簿

鋳

取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、

そ
れ
ま
で

庫
生
省
の
頑
テ
津

つ
強
風
が
多
か

2002年 て平成14年)ワ 月 l日 (月曜日)

相
談
件
数
激
増

現
行
法年

（児
童
福
祉
法
）
で
は

対
応
が
困
難

蔚

っ
た
自
民
覧
に
も

一
有
頼
者
に
ア
　
　
（
全
］
２
立
と
で
由
醸
へ
の
お

ピ
ー
ル
す
る
事
柄
に
な
る
」
と
い
　
聖
を
少
し
取
り
津
せ
た
よ
う
え
気

星

舞

彗
Ｒ

与
畳

書

せ

【

事

。
三
士

出

喜

に
よ
る
法
察
作
成
作
葉
は

一
気
に

　

つ
く

，
て
い
く
子
保
た
ち
へ
の
ネ

題
れ
一生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
，
し
い
贈
め
効
ど
な
る
こ
と
で

五
月
十

一
日
に
は
言
囲
奈
車
裏

　
し
ょ
う
Ｖ

葉

診

噴

麗

続

撃

案

　

磐

氏
ヽ

喜

宣
あ

寄

が
国
会
に
鍵
出
さ
れ
、

望
十
二
日
　
を
癖
し
切

っ
て
、

与
野
】
が
結
葉

に
衆
焼
を
通
お
、

十
七
日
に
金
会

　
し
て
法
則
定
に
取
り
組
ん
だ
承
募

一
致
で
成
立
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
を
強
調
す
る
。

宮
口
氏
は
法
成
立
の
底
前
、

な
　
　
　
「
特
別
套
は
、

今
こ
の
醸
町
に

待
崎
止
プ
ロ
客

フ
ム
の
普
及
に
取
　

店
待
さ
れ
、

担
ぎ
込
ま
れ
る
予
俊

じ
細
む
作
宴
の
蒸
町
ゆ
り
さ
ん
か
　

の
軍
基
に
思
い
そ
軽
〓
な
か
ら
鹸

ら
手
順
を
も
ら
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
輸
し
た
。

言
鶴
の
府
に
ふ
さ
わ
し

い
国
会
の
あ
り
さ
つ
た
っ
た
【 5/打Hの児童虐待防止法シンポジウムで法案成立経過に

ついて説明する富回しげゆき

(抜粋)



衆院青少年問題

特別委員の議員

養
護
施
設
な
ど
視
察

4月 2ヽ日、児童養護施設 石神井学園を訪れ、園児らと談笑する 富 日しげゆき (左から2人目)、
池坊保子衆議院議員 (右端)ら 、衆議院青少年問題特別委員会のメンバー

調整
幸 予

詢
重

しつけか虐待か、法案作 り難航

児お海 ―  兜 弥 証 却 憾 通 1保盛などを行 うo用 節 降 ヽ二 との
畑 系とi2政 令指建都市 t帥 や醇 1付帝藻醸で相瓢 本前の向上蒼藤 り込

児
〓
【
得
防
止
と
は
、

二
〇

〇
０
年
〓
月
に
国
会
ｔ
彊
出
さ

れ
、

わ
す
本
″
〓
ヨ
中
で
，空
立
し

を

代

湊
集
傷

憑

雄
航
し
た
「
し
つ
け
」
と

「
座

や
」
を
ど
こ
で
線
引
き
し
た
ら

い
い
の
か
、

岳
党
の
考
え
に
車

た
め
ぶ
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
。

◇

ヽ
保
薯

の
大
蔽

　
兎
重

に
聾
食
望
あ

行
総
を
行
っ
て

も
、

こ
れ
は
し
つ
け
で
、

そ
れ

な
少
し
行
き
過
ぎ
た
だ
け
だ
と

主
を
し
て
い
る
」

差
棄
鎮
出
に
先
立
，
モ
衆
廃

千
少
革
面
百
譲
前
力褒
氏
と
に
０

茅
人
と
し
て
お
応
し
た
全
国
児

白
揮

酵

長

書
の
大
″
貸

蟹

〓

長

（薄

）
ヽ

工
省

た
０

す
ネ
車
喪
【

中碧
率
を
理
由
に
子

供
の
申
毎
才

鴫ヽ
ん
で
い
る
妻
壊

と
務

昌

駆
Ｌ

・」

う
毎

え
た
。

「垣
菫
の
心
車
に
重
大
な
影

事
が
認
ゆ
今
れ
な
い
暉
打
ヽ
兜

迪
揮
謙
蟻
詢
饗
容
企

踏
み
切
れ
な
い
。

力
室
芭
得
の

容
理
に
つ
な
お
り

か
ね
な

い
憩

諺
海
ど
婆
で
〓
事
べ
≡草
だ
」

惑
頼
様
を
は
、

「
窺
種

と

「

う
者

は
、

必
要
な
通
函
内
で
自

ら
そ

の
子
を
感
績
で
二
≡
る
【
氏

法
八

一
〓
〓
じ
メ
一い
う
癌
定
”
ｉ

寡
本
子
後
を
し

つ
け
る
基

的
根

理
と
も
言

え
ネ
ち

祭

、
獲

農

止
や
、

親
の
承
護
な
し

に
子
供
を

原
産

宮
全
夜
Ｘ
菫
宙
あ
一部
々
止

ｔ
は
、

纂
お
も
少
な
‘
ミ
空
″
っ

た
。

幕
勘
警
理
五
の
窪
「
人
質

疑
で
く

薦

史
圏

皇
大
較

授

（鼓
苦
学
）
は
力
線
し
た
。

「た
と
え
は
、

正
座
を
し
な

い
と
な
事
さ
す
な
い
と
い
う
窺

が
い
よヽ

正
塵
は
内
な
い
一吉
病

を
を
，
が
、

形
を
通
し
て
心
を

掌
本
わ
け
で
、

し
つ
け
の
持
つ

墾
末
妥
薔
ば
騎
卜
を
題
え
て

を
章
ツ
ウ
な
い
。

児
一
痢
深
】
一一い

分
段

を
章

す
自
笙
あ
定

琴

ほ

翠

撰

最

連

す
ネ
造
経

努

全

◇

各
党

の
速
導

も
鱒
ん
だ
。

特
ｔ
、

自
自
党
聾

の
来
ロ

喪

一　

元
総
務

庁
実
宮
は
ヽ

親

お

子
供

を
し

つ
け

て

何

恵
態

い
」
と
広
言

す
る
的
霞
速

真
も

少
な
く
な
い
首
呑
卑
Ｌ
顛
と
、

基

和
↓≡
を
急
ぐ
也

党
の
理
事

の
向

で
壕
暮
み
ヽ
あ

っ
芳
■

〓
百
〓
字
日
屋
。

太
芭
氏
は

昌

長
め
宮
口
客

本

頓

築

履

員

（当
時
）
、

良
主

党
腎

口
中
霧

騒
来

社
長
党
の
原
板
震
人
楽
時
姦

真
、

そ
れ
に
自
号
受
を
会
廓
会

農

連
縁

下

一
基
譲

葵

に
曹
者
夜
貿

東
京
　
永
口
巧

の
レ
ス
ト
一フ
ン
に
集
ま
，
力
ヽ

寒
０
さ
晏
″
り
出
し
た
。

「
虐
種

類
を
隷

す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

た
お
、

野

党
の
言
う

『
完
車
の
人
権
』
を

持
ち
出
さ
れ
る
と
、

自
康
党
は

つ
い
て
い
萱
“
ヽ
な
る
」

農
主
置

は
、
「児

と
の
ス
な
た
姿
密
函
０
し
た

な
景
妥
票
づ
く
０
騒
軍
し

て
い
ナ
↓

営
日
勇
獣
喜
一車
２
馬

一各
党
お
そ
ら
，
て
車
毒
に

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ

】つ
」こ

れ
を
組
に
、

各
吏
の
理
事

は
急
速
に
な
み
章

っ
た
。

「
兜

こ
の
人
綾
」
の
産
章
や
、

速
奪

捜
の
亮
上
に
関
す
る
頬
定
を
盛

汗
送
む
こ
と
は
貝
やヽ
く

臨
種

の
一
畳

児
霜

議

長
な
類
の
函
芸
や
通
信
に
口
，

一由
館
で
ξ
鍵
魁
Ｅ
と
め

た
。

代
わ
じ
に
、

境
由
虐
待
の

定
強
を

「
，
体
的
【
や
」

↓佳

お
慮
待
」

「
ネ
ク
レ
ク
ト

（
喬

残
裏

）

一
「
趨

虐
停
」

と
塑
キ
■
た
。
し
つ
け
と
な

存
Ｑ
霞
遣
題
空
笙
支
噴

「児
童
の
窺
額
を
行
う
華
Ｆ
ヽ

垣
車
の
し
つ
け
に
藤
し
一、

モ

の
薄
切
体
行
使
ｔ
配
慮
し
な
け

れ
写
年
，
な
い
」
全
四
善

と

い
う
支
言
に
落
ち
る

０

毎

◇

二
〇
〇
０
年
十

一
月
の
注
施

ｉ
口
蔭
ヽ

た
待
に
対
す
る
毎
病
い

の
商
芯
は
奈

理
的
ヽ
高
ま
４

児

工
拒

譲

所

へ
の

相

談

庁
穀

も
　
昨
年
露

一
一方
五
一存

ｔ
】や
し
た
。
一，
度
が
疑
あ】
？
０

家
座
賠

す
る
月
ヨ
ね
襲
所
の

立
ち
大
づ
轟
差
も
掌
由
一百
昨

ｔ
及
ん
で
い
とヽ

「自
信
の
と
喜
ｐ
堕
ｘ
化
さ

れ
と

こヽ
で
、
線
糧

々
と

発
明
で
き
、

対
応
じ
や
す
く
な

り
ま
し
た
」

東
京

都
兎
重
梅
鋲

セ
ン
タ
ー

の
斉
醸
常

子
係
墓
茂
ふ

墓
削
連

の
意

義
セ
譲
調
し
た

う
え
で
、

こ

，
歳
け

る
。

「
で
，Ｒ

自
分
の
布
ね
を
虐

律
と
表
ｂ
す
、

「
し

つ
け

奎

と
正
当
化
す
ス
亀
翠
年
に
回
的
に

多
い

の
が
集
崎

法
の

で
す

」

口
有
吉
原
豆
”
止
ま
に
は
施
有

驚
二年
を
め
ど
ｔ
し
た
亮
直
し

規
定
蒼
鷲

込
ま
れ
て
い
え亮

尭
年
秋
に
は
、

「
し
つ
け
か

摩
存
か
」
を
め
ぐ
る
務
穣
が
再

ひ
揮
じ
底
ヴ
ら
れ
る
。

（
「
ま

登々
塾
い
」
嘘
芭
奇
即
‘

し

て
月
嘔
日
に
鶏
義

し
ま
す

〉

そのお
も,%(11&F)

室■以外
07%(ⅢⅢprF

真0以 外 1畝 0コ r)

□

まれたことを受け、児抑 印

口い 望留野建錦斉務新密者!査
峻年 慶 に は 向 a万 9的 人 まで 紘

付 け ら れ て お り、全 国 に 1 8 0か

所 ある 。複雑 な問題 を抱 え た児

ヨや 親 に きめ細か くヽ応 ,る た

め 、心 理学や 級育学 の専 "頭志

ヽ 定義明文化 ● 人権親定は見送 け 。来教再び議ぬへ 氏
医師、― お社とう計 627人の月章 1発された。しかし、便佳お法人員不

編替慰畠賢あヒ葛父言験晨暉礎霞稼1晨じ曹路喜】碍球は禄壕隈著
分対

れ塩晦嵯却い儲訂　力．　問

所
を
見
学
し
た
後
、

都
が

一
年
間
に
受

園
」
を
視
察
し
た
。

虐
待
を
受
け
た
子

供
た
ち
を
保
護
す
る
施
設
を
見
学
し
、

委
員
ら
の
質
問
に
対
し
、

同
セ
ン
タ
ー

の
児
童
精
神
科
医
ら
か
ら
は

「虐
待
の

早
期
発
見
と
、

子
ど
も
や
親
に
対
す
る

ケ
ア
を
リ
ン
ク
し
て
で
き
る
シ
ス
テ
ム

作
り
が
必
要
」
「親
権
を

一
時
的
に
停

止
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、

現
状
の
制

度
で
は
難
し
い
」
な
ど
と
意
見
が
出
た
。

大
久
保
所
長
は

「法
改
正
を
ぜ
ひ
お
願

の
に
、

心
理
学
な
ど
を
専
門
と
す
る
常
　
悼
阿

２。

回しげゆ
―

勤
職
員
が
い
な
い
」
と
の
声
が
上
が
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
刺

（二
〇
〇
〇
年
四
月
十
二
日
付
毎
日
新
　
〓
冗

聞
よ
り
）

ヨE00



青少年の案物苦L用防止対策具体lLヘ

薬
物
乱
用
防
止
キ
Ｆ
フ
バ
ン
カ
ー

ハ
イ
テ
ク
増
載
し
と
回
〈

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
九
二
年
か
ら

一
台
が
運
用

さ
れ
小
学
生
高
学
年
　
中
学
生
　
高
校
生
を
中
心

に
６
年
約
五
万
人
が
利
用
　
薫
物
問
題
に
つ
い
て

の
意
識
啓
発
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
き
た
。

し
か
し
　
一
台
で
は
全
国
の
二
―
ズ
に
答
え
ら
れ

な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
　
富
日
し
げ
ゆ
き

が
国
会
で
取
り
上
げ
　
票
物
防
止
対
策
の
強
化
と

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
餞
置
拡
大
を
主
張
す
る
と
と

も
に
　
橋
本
首
相

（当
時
）
へ
の
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
　
九
八
年
度
当
初

予
算
で
新
た
に
三
台
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

（
二
億

六
千
九
宙
八
十
二
万
円
）
の
配
置
が
調
め
ら
れ
た
。

実
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
　
大
型
バ

ス
ほ
ど
の
車
内
に
ご
菜
物
標
本
な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
●
業
物
の
恐
ろ
し
さ
や
実
態
　
各
国
の
刑
罰

な
ど
が

一
日
で
判
る
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
情
報
コ

ー
ナ
１
０
Ｑ
Ｓ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
０
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

を
利
用
し
た
葉
物
百
科
辞
典
コ
ー
ナ
ー
０
空
中
を

元
び
回
る
幻
覚
を
つ
が
ま
え
る
立
体
映
像
体
穣
コ

ー
ナ
ー
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
車
体
の
側
面
に
は
ビ
デ
オ
放
映
施
設
や
見

学
記
念
の
フ
リ
ク
ラ
コ
ー
ナ
ー
ま
で
備
え
　
す
る

で

，
ハ
イ
テ
ク
移
動
教
ヨ
，
と
い
っ
た
と
こ
ろ
．

正
し
い
知
識
を
某
し
み
な
が
ら
理
解
で
き
る
。

平
成
十
年
四
月
十
二
日
　
国
会
内
て
橋
本
首
相

（当
】
）
に
全

い
　
麻

菜
　
菜
幼
乱
用
紡
止
対
末
を
申
し
入
れ

1申し入れ内容F

l■,11やju政 14‖ 体 令 業なとでの■物岳口‖教市
に人となFl"tか州イiで きるキ十ンヘーンカーを平成

11■卜には|【IH71tr lイいれ,■11内人ケ"iにれ 台  キ!

坤1に作“L道府岐1に 台 門ど■すること

|,本ににおける■1″高りいこついての〔市し合いや市少
イに対々の1'防,発 ,「半強化のため Ⅲ ヤ rぢ校liの

令家をへの1■充輩||を配十Jすること ‖

F少年を薬物から守れ

年連続20万 人以上が見学

平成10 i 4月 1 0日の申 し大れに先立 ち 緊 ●革全 てlL袴

☆中学生 高 校生保護者用
啓蒙パンフレット900万 部全戸配布
(1999年 4月 よ り ) 配 布された率物乱用防止

啓療用パンフの表紙.
(左)中 学生保護者用。
(右)高 校生保護者用.
内容は1と千ま同し.

`奮 田しげゆきと(納 茂日

岩X4t若 郎氏

キ ャラバ ンカー
見■会 て ヽ 母 さオ■子供IE(章 勧乱用のた技性 を訴 え` 官 日 じ十1め き

出動階数 見学者数
1999年 度 1 618 202881

2660年度 11197 2351349

2001年 度 1,273 220832

2002年 度 236!633

脈 菜 覚せい高!乱用防止tン ター調べ|

家庭内の話し合いで
正確な知識を

享成 したばかり0校 合 十鞍宮張)

1999年8月24■から同月27''まで 李西夫rr小学校の捜工式典に招待され IJ]を 訪‖〕しました

甘,1しげゆとの法1:Ⅲr/所が爾IWをつとめる1株1成「1空港災整社が lfUIの‖介により 2月に建設資
金を行付し 今回定成したものです

村liあげての大触迎と r供 遂が本」|にVん でくれ 感動的な旅になりました

左が,二 大 国)



平成,o年12月15日 野 中官房長官へ申入れ
左から二人目が 宮 日しげゆき

左から富日しげゆき 坂 ロカ 公 明党政策曹議会長 丹 羽雄哉 自 民党政調会
長代理 森 山真弓元文部大臣 鈴 木役一自民党社会部会長 (当RI)

〈予
算
組
み
替
え
で
自
民
党
と
交
渉
〉

新
奨
学
金
制
度
の

公
明
党
と
自
民
党
の
政

策
担
当
者
は
平
成
十

一
年

二
月
十
七
日
午
後
国
会
内

で
　

一
九
九
九
年
度
予
算

案
を
め
ぐ

っ
て
四
回
目
の

交
渉
を
行
い
　
児
童
手
当

と
教
育
奨
学
金
を
拡
充
す

る
こ
と
で
正
式
に
合
意
し

た
。教

育
奨
学
金
に
つ
い
て

は
、

「希
望
す
る
者
す
べ
て

に
貸
与
す
る
方
向
で
充
実

を
図
る
」
こ
と
と
し
た
。

果
体
的
に
は
①

一
定
の

学
力
基
準
を
満
た
す
こ
と

に
し
て
い
る
現
行
の
貸
与

基
準
を
緩
和
し
　
新
た
に

「勉
学
に
対
す
る
熱
意
の
あ

る
者
」
を
対
象

に
加
え
、

各
学
校
長
の
判
断
で
弾
力

的
に
運
用
す
る
②
不
況
の

影
響
で
親
が
失
業
す
る
な

ど
家
計
が
急
変
し
奨
学
金

を
繁
急
に
必
要
と
す
る
学

生
に
つ
い
て
は
、

学
力
基

準
な
ど
の
貸
与
基
準
を
大

幅
に
緩
和
　
特
に
高
校
生

に
つ
い
て
は
基
準
を
撤
廃

し
希
望
者
に
は
全
員
貸
与

す
る
―
な
ど
で
合
意
し
た
。

1999年4月1日より実施

①有利子奨学金貸与人員10万人-25万 人へ拡大

②成績要件の事実上の撤廃 (これまでは、高校の成績

全科目平均32以上)

勉学意欲のある学生は全員対象に

③支給額も選択可能に (3万・5万 ・3万・10万)

④緊急奨学金制度の創設 (倒産 リ ストラ等の影響で

家計急変の家庭の学生に)

これまで500人枠の応急採用奨学制度を
,1万 大規模に無利子で

更
に
努
力
を
！

（無
利
子
で
希
望
者
全
員
に
）

創
設
へ
向
け
、

平成11整 月10日 衆議院文教奏員会
薬学会制度の拡充について質問

○無利子及び有利子奨学金の充実

①新規貸与人員の増員

無利子奨学金 42万 7000人 (前年度より2万1000人増)

有矛U7奨 学金  43万9000人  (4万7000人増)

そぎ   言1   36フテ6000ブ、 (6ラ,8000り、増)

(絡事業費)5790債 円 (624億円増)

○入学時の需要に対応した奨学全貸与制度の創設等

<入 学資金を  金 の対象にした奨学金制度の創設>衝 規)
①入学時の需要に対応した奨学金 (有利子による一時金)の創設

春季若しくは秋季入学直後の貸与時に、経済的に特に困窮した学生に対応するため、一般の

貸与月額とは別に30万円を貸与する奨学会を創設。

(事業規模)2万 5000人X30万 円=所 要額75億円

②日立大学においては入学料の徴収を猶予し、公私立大学に対し、併せて要請

日立大学の入学料徴収 (通例3月)に ついて、保護者のリストラ等の経済的理由で入学料納付

の困難な者については、最長入学年度の末まで徴収猶予を実施。公私立大学に対しても協力を

併せて要請。



地面を走る亀裂を注視する、
自田しげゆき

☆申し入れ事項☆
①日本的埼は阪神 泳 臨大
躍入で使用した仮設住宅
1,000戸の提供を決定して
いるが 今 後、不足が予想
されるので 特段の理億を
お願いしたい。

②阪神    本 の教副を
踏まえた紋朱書救援 核楽地
復興にかかわる法的整僑な
どの技術的支摂、救楽児童の
心のケアを含めた医療体制
の支援に力を注くこと。

③全壊した台や日本人学校
の再達について、地割れが
ひどく 同 じ場所での再建
は困難であることから 新
たな土地の確保など さま

ざまな方面からの支援をお

願いしたい。

《再建された台中日本人学校》

台湾から帰国後の10月4日に、小渕総理大臣・野中官房
長官へ台湾大震災に対する申し入れを行う富国しげゆき
(右端)。左から野中広務官房長官、小渕恵三総理大臣、赤
羽―嘉衆議院議員 (公明党国際局長〉

ロ

理に対する台湾大地震支援要請に対し、
文 部 省・ 省 がすばやく対応 !

台中国本人      ]

O経験豊かな臨床心理士くカウンセラー)、
教育復興担当教員を派遣

O使 用不能となつた教材の、数材整格費 1子万円を補Rf

0台 湾李賢輝継流も現地視察し、再建用地の提供を決定 デ
01999年 10月11日から授業再開、2000年 4月プレハブ

校含完成
11月9日 文教委員会で

支援を訴える富日しげゆき

全壊の台中日本人学校

新たな導入が予定されている住民基本台帳ネットワークシステ
ムは、すべての国民の住民票に10ケタのコード番号を付け、氏
名、住所、生年月日、性別の4情報とともにコンピューターのネッ
トワークに乗せ、全国どこでも本人確認を可能にするもの。高度
情報化社会に対応して、住民サービス向上や行政事務の効率に
役立つと期待されている。

その一方で、個人プライバシー保護の観点からは問題点も多
く、個人情報の/1L用や悪用への懸念が指摘されてぃる。このた
め冒回しげゆきrょ、同ネットワークシステム実施の前提条件とし
て、民間をも対象にした包括的な個人情報保護法を制定し、懸
念を解消することが不可欠だと主張。

自民、自由両党がこれを受け入れ、「法律の施行に当たって、政
府は、個人情報保護に万全を期するため、速や力ヽこ、所要の措置
を講ずるものとする」との付則を書き加え、法案を修正した。
1999年6月10日、衆議院地方行政委員会で、富田しげゆきは、

小渕首相に「修正案に書き加えられた所要の措置をどのように
認識し、取り組んでいくのか」見解を求めた。

これに対し小渕首相は「住民基本台帳ネットワークシステムの
実施に当たっては、民間部門をも対象とした個人情報保護に関

する法整備を含めたシステムを遠やかに整えることが前提であ
るJと答え、民間まで対象にした個人情報保護法制定を含めたシ
ステム整備状 同ネットワークシステム運用開始の前提になると
の認識を明確に示した。

この日の首相答弁によって、政府と国会の双方で、民間をも対
象にした個人情報保護対策が本格的に進められることになった。

富回 しげゆきに答弁する

小渕総理

《2003年 通常国会で、個人情報保護法成立》
H1452付 毎日新聞が、個人情報保護法制定に向けての自田しげゆきの活動を詳細に報道しています。



子
育
て
支
援
の
具
対
策
実
現

ヘ

■
田
隔
朋
目
目
目
日
囲
回
特
側
交
付
金
事
業
を
立
案

曹
田
し
げ
ゆ
き
は
平
成

十

一
年
四
月
七
日
　
□
会

内
で
自
民
党
と
の
少
子
化

対
策
検
討
会
に
臨
み
　
緊

急
の
少
十
化
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
合
意
し
た

緊
急
少
子
化
対
策
は

保
市
所
作
機
児
童
ゼ

ロ
を

主
眼
と
し
　
市
町
村
が
地

域
の
実
情
に
は
じ
て
展
開

す
る
幅
広

い
取
り
組
み
を

支
援
す
る
の
が
日
的
。

保

市
所
作
機
児
童
歓
は
昨
年

十
月
現
在
で
約
た
万
人
千

（
平
成

十

一
年

四
月

八
日
付
録

売
新

聞

）

圃

彰

富
田
し
げ
ゆ
き
の
ア
イ
デ
ア
の
先
見
性
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
′

●
現
在
、

口
が
緯
動
し
て
い
る

厚
生
労
働
省
の
「次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が
２
０
０
３
・３
・７

「次
世
代
育
成
支
援
交
付
金
」
創
設
を
提
言
。

2003年 (7α5年)8月 5日 (火●B〉

ttt S主  葉 津  菌

①駅前ステーションの設置
②駅前保育所の設置
⑥幼稚園における預かtl保育実施のための環境整橋
④病後児の一時預かり保育実施のための環境整備
⑤公共施設への育児コーナー 託児室の設置
⑥自治体エン切レプランの作成

て
立
終
す
る
多
様
な
中
来

に
対
し
　
回
が
緊
急
的
に

特
例
交
付
金
を
支
給
し

少
ｆ
化
対
策
の
　
層
の
充

実
を
図
る
も
の

予
算
は
今
回
会
で
措
位

し
　
九
九
年
度
中
に
干
業

が
ス
タ
ー
ト
　
付
例
交
付

金
は
市
町
村
の
申
話
に
基

い

て

交

け

さ

れ

る
を

こ

ら

し

規
制
緩
和
は
保
育
所
侍

機
性
章
の
解
消
を
目
指
し

認
可
保
育
所
の
設
立
基
準

を
大
胆
に
緩
和
す
る
。

具
体
的
に
は
　
保
育
所

の
設
立
上
体
が
原
則
的
に

社
会
福
祉
法
人
に
限
ら
れ

て
い
る
の
を
　
学
校
法
人

や
に
凍
法
人
　
農
協
　
生

協
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（民
出
十
営

利
組
織
）

株
式
会
社
母
に

も
認
め
　
民
間
参
人
を
促

進
す
る

め
て
い
る
。

社
会
保
障
搭
付
の

一，
，
、

再
傍
者
向
け
が
碗
％
を

占
め
る
の
に
対
し
、

児
章
　
家

虚
函
連
は
３
　
５
％

に
と
を
ま

っ
て
お
り
、

財
漂
の
拡
秀
が
必

要
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
電

（読
売
新
聞
よ
り
抜
粋
）

ｔ
町
村
事
業
策
一制
保
市
所
な
こ
を
国
が
支
援

民

間

参

入

も

大

幅

に

促

進埼玉県草加市にある24時間宮第の駅前繰育所「まつはう保育□Jを視祭iち
宮国しげゆさ(左端)●

弁
護
士
経
験
を
生
か
し

議
員
立
法
の
先
駆
者
に

衆
議

院
本

会
議

で

Ｎ
●
０
法
葉

の
極

旨
説

明
を

行
う

　
宮

回

し
げ

ゆ
き

（
平
成

七
年
十

二
月

八

日
）

NPO法 に取り組んで10年。

1999年12月1日、共産党を除く、超党派の議

員で構成するNPO議 員連盟は、参議院議員会館

内で第3回総会を開き、NPO法 人 (特定非営利

活動法人)の 活動を資金面で支えるため、税制

面で優遇を与える 「NPO支 援税制に関する提言

(第1次)」を発表 し、1年以内の実現に向けて推

進 していくことを決めた。

しかし、残念ながら、一歩も進んでいない状

況です。

官 田しげゆきは、国政へ復帰 し、

必ず実現します!

庫
揚

審

ｑ

蔵

支
技

魅

栄

の
あ
り

方

る
研
究
会
」

（寮
風
疑

高
虫
日
本
社
会
〓
業
大
学
長
）

〓
奪
が
〓
日
、

明
ら
か
に
な

っ

た
コ
峡
脅
所
速
篭
■
の
韓
騎
金

児
こ
幸
当
な
ど
の
子
蓄

各党に元がけNPO法 を提案



《中学卒業資貞払牧晃論題鉢痕4"―,81   現状にa てヽ浜四津rB
智f  磯 縁将溜旨聖

概勝  S津

1写真左|      十t

に
保
険
適
用
を

呼
７
売

富
日
、

魚
住
、

福
島
氏
が
同
席

坂
口
厚
労
相
に
患
者
家
族
が
要
望

妊
娠
中
の
感
染
に
伴
い
胎
性
に
は

用
な
ど
で
高
御
な
医
療
費
を
自
己
負

障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す

「先
天
性

担
せ
ぎ
る
を
得
な
い
」
と
説
明
。
こ

サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
た
め
　
治
療
法
の
確
立
と
と
も
に

の
忠
者
家
族
が
厚
ｉ
労
働
省
を
訪

「治
凍
に
医
療
保
険
を
適
用
し
、

医

れ
　
坂
ロ
カ
厚
生
労
働
相

（公
明

療
費
を
全
叙
公
費
で
負
旭
し
て
ほ
し

党
）
に
同
感
染
症
の
治
療
に
医
療
保
　
い
」
と
要
聖
し
た
。

険
を
適
用
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。　

　
坂
Ｈ
厚
生
労
働
相
は

「小
児
雑
病

府
上
　
先
天
性
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ

対
策
の
全
体
的
な
見
直
し
の
中
で
検

イ
ル
ス
感
染
症
の
子
ど
も
を
持
つ
忠

討
し
た
い
」
と
述
べ
た
．

者
家
族
は
　
治
療
の
現
状
に
つ
い
て
　
　
と白
同
し
げ
ゆ
営
は
　
保
険
適
用
実

「日
本
で
は
　
こ
の
感
染
症
の
症
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プロフィール

平成5年7月、旧千葉4区で衆議院初当選以来10年、前回平成12年6月

の選挙から3年が経過しました。

次期衆議院総選挙の比例区南関束ブロックの予定候補として、7月3

日公明党より公認され、再度3期目へのllL戦をすることになりました。

これも、皆様の温かいご支援のおかげと心より感謝申しあげます。

私も決意を新たに、rlCにも予想される解散 総 選挙に向け全力で戦

ってまいります。どうぞ、よろしくお願いいたします。

平成15年9月

前 衆議院議員 富 田 茂 之

地元事務所

●昭和28年生まれ●千葉県銚子市出身
●一橋大学法学部卒●弁護士 (なのはな法律事務所所長)
●衆議院議員 (2期)

●衆議院青少年問題に関する特別委員会 委員長
●絵画鑑賞 ・読書 ・水泳 ・サッカー ・フットサル

●妻、一女、二男の5人家族

●〒26_20032千葉県千葉市中央区中央413‐13なのはなビル4階
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